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論文内容の要旨

この研究の目的はアクチナイド核種の低エネルギー核分裂事象における切断点で、の核分裂片の'性質について調べる

ことである。そのために 2 種類の実験を行った。まず 1 つは核分裂片についての二重速度二重エネルギー (2v2E)

測定であり， もうひとつは即発中性子の直接測定である。

2v2E測定では 23.1 U ， 235U 及び 239PU の熱中性子誘起核分裂について京大原子炉にて， 252Cf の自発核分裂について

大阪大学 RI センタ一豊中分館にて測定を行った。核分裂片の飛行時間(速度)測定ではプラスチック薄膜シンチレー

ターをスタート時刻検出器として開発し，時間分解能250--300ps の高分解能測定を可能にした。この測定からは即

発中性子の放出の前後での核分裂片の質量，運動エネルギー，及び即発中性子多重度を核分裂イベントごとに得た。

これらの結果から切断点における核分裂片間距離を計算し，核分裂片質量との相関を調べた。求められた核分裂片間

距離毎に核分裂片質量分布を規格化し，得られた核分裂片質量と核分裂片間距離の 2 次元相関分布から，切断点にお

ける核分裂片の性質について考察した。この結果少なくとも 2 種類の安定な重核分裂片が存在することが明らかになっ

た。更にこの重核分裂片の質量及び核分裂片間距離の組み合わせは，測定を行った全ての反応系について一致するこ

とがわかった。

即発中性子の直接測定は 252Cf の自発核分裂について大阪大学 RI センタ一豊中分館にて， 233U の熱中性子誘起核分

裂については京大原子炉にて行った。中性子の検出には液体有機シンチレーターを用い，飛行時間法により運動エネ

ルギーを求めた。中性子測定を核分裂片の二重エネルギー測定と同時計測することにより，核分裂片質量及び運動エ

ネルギーとの相関も得られたo 252Cf の測定では，中性子検出器を核分裂片の飛行軸に対して， その延長線上および

垂直方向に配置し即発中性子放出の異方性についての測定も行った。即発中性子の放出は核分裂片が最加速された

後に行われるとされているが，今回の測定結果から，早い時期に放出される中性子が存在することがわかった。更に

そのような中性子放出と核分裂片質量との関係も得られた。またそれぞれの反応系について核分裂片の励起エネルギー

を見積もり，核分裂片質量および、運動エネルギーとの相関を求めた。この相関から切断点における核分裂片の励起状

態が明らかになった。

これら 2 種類の実験の結果から，切断時における核分裂片の様相について考察した。測定を行ったいずれの核分裂

反応においても，重核分裂片における球形及び変形の殻構造が核分裂片の質量及び運動エネルギ一分布に大きく影響

している事が明らかになった。
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論文審査の結果の要旨

高宮幸一君は，高分解能の二重速度二重エネルギー (2v2E) 浪IJ定法を開発し，それにより， 2:l.1U , 2:~'i U ， 2:l9 pU の熱

中性子誘起核分裂事象とお2Cf の自発核分裂事象の高精度測定に成功したo そして，それぞれの反応系について核分

裂片質量と核分裂片間距離の相関を調べた結果，ある特異的に安定な核分裂片対の質量と変形状態の組み合わせが存

在することを明らかにした。また， 233Uの熱中性子誘起核分裂事象について即発中性子の直接測定を竹い，核分裂片

の質量及び運動エネルギーと励起エネルギーとの相関性を明らかにした。この相関関係より，個々の核分裂片の変形

のし易さを定量的に評価することに成功したD そして，切断時の核分裂片の性質に 3 種類の特徴的な組み合わせが存

在することを発見した。よって，本論文は博士(理学)の学位論文として十分に価値のあるものと認める。

円
r
uno 




